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どの言語 にも,或 る範囲 を指定 ・限定 してそれ を浮彫 りに して他 を排除す る
ような語彙 的表現法が一般 にある と思 われる.日 本語の 「だけ」「だけ しか … な
い」「しか … ない」「ばか り」等 々,英 語 のonly,no面ngbut,solely等々,ド イツ
語 のnur,allein,bbB等々,フ ランス語 のne._que,seulement等々,ロ シヤ語の
TO冊KO訓H皿b等々 .そ れ らを思い 出 して も,二 つの言語の 中の幾つ もの言 い方
の違 い は理解 しに くい し,自 分 の母語 で も十分 には説明で きない.
満洲語文語(清 朝 時代の文献 満洲語)で も同様で,頻 度の高 いte皿e,それ に似
ている(〈與tene暑同 〉と満洲人 も書 いている)canggi,それ に用例 のかな り限
られているmanggi,さらに稀 に しか用い られないdanggiが見 られ る.し か し,
そ れらの単語の意味 につ いての今 までの記述 は,筆 者 としては極 めて不満 であ
る.本 稿 で は『満文金瓶梅 』(康煕47(1708)年5月穀旦序)の 用例 か ら考 えられ
る筆者 の解釈 の一端 を提示 してお きたい と思 う.
記述 の便 宜上 まず使用 頻度の 高いteileとcanggiにつ いて述べ,そ の後 に
manggiとdImggiに触 れる,頻 度数 はすべ て 『満文 金瓶梅 」の ものであ る.
これ らの単語 に関する通時的考察 としては,次 節 に挙 げた山本(1954)が既 に
詳 しく行 ってい る.本 稿 は 『満文金瓶梅』にお ける共時 的考察 である.










○ 『清 文 彙 書 』(乾 隆16(1786)年初 刻)【 原 史 料 の 句 点 は ピ リ オ ドに 改 め る 】
teile=僅.猫.只.止 有 而 已 　 .
canggi=但.止有.純 是.維.凡 物 一 様 的 狼 多.與t甜e暑 同.
OGabelentz,H.C.vonder(1864(同治3)年)甜8-5c伽,5ご 肋 羅 η8,∫ch∫。肋8∫ π












○ 羽 田 亨(1937)『満 和 僻 典 』,京 都.
teile31.…… の あ り た け.… … の 限 り.… … の 及 ぶ ま ・ に(此 の 語 の 上 にi
を 用 ふ)〔18.散語 五:藍 其 所 能 〕2.… ば か り.… だ け 〔25.隻軍:猫 自 〕






nurheute(1【清 文 啓 蒙 】)._〃 珈 ∫彪∫Zθichalle血(1【清 文 啓 蒙 】).
cang額3組lein,nur,bloβ.Dasselbewieホθ"8.
○ 山 本 謙 吾(1954)「意 義 素 假 定 の 一 例 一 満 洲 語 文 語 の 一 活 用 形 に つ い て 一 」
『言 語 研 究 』25,pp.1-18.
cαηgg民(ほ か な ら ぬ;正 に そ れ)だ け,～ ば か り》
c側g毅cfcα`α;cα∫';cαr8∫《あ る位 置 の あ ち ら側,む こ う 側 》(p.13)
○ 山 本 謙 吾(1955)「滞 洲 語 文 語 形 態 論 」 『世 界 言 語 概 説 』下 巻 研 究 社,pp.491-
536.
15)te皿e《(全髄 の 中 か ら)～ だ け(と り出 して)》 【例 略 】(p.529)





O福 田 昆 之(1987)『満 洲 語 文 語 辞 典 』,横 浜.
teile3〔助 〕(1)のあ りた け.の 限 り.の 及 ぶ ま ま に.(2)ば か り.だ け<K【 羽
田 亨(1937)1>.の み.te皿eは 原 則 と し て 直 前 に 助 詞iを と る.【 例 略 】
canggi=〔副 〕[純是].ば か りが.ば か り で.だ け が.だ け で=manggi,te皿e,
damuを 先 行 さ せ る こ と が 多 く,副eと 熟 し た 例 も 見 ら れ る.【 例 略 】
○ 劉 厚 生 ・関 克 笑 ・沈 微 ・牛 建 強(1988)『簡 明 満 漢 辞 典 』,河 南 大 学 出 版 社.
teile=〔后 置 〕僅,只(上 接 格 助 詞 或 動 詞 一 般 過 去 式 和 将 来 式)
canggi:〔副 〕① 但 ② 只 有 ③ 純 是 ④ 唯
○ 安 双 成 主 編(1993)『満 漢 大 辞 典 』,遼 寧 民 族 出 版 社,
tei量e=〔副 〕① 唯 独,唯 一,僅 僅,只 有 【例 略 】② 尽 其 所 能 【例 略 】
canggi:〔副 〕尽 是,全 是,都 是,純 是 【例 略 】
(119)
O格 吐肯 ・札魯阿編(1994)『浦漢辞 典』,新彊 人民 出版社.
te皿e=(1)尽其所能(2)独自
canggi:純是
○ 胡増 益主編(1994)『新満漢大詞 典』,新彊人民 出版杜.
teile;[副]僅僅,僅 只,只 【例略】[后]要求官前 面的詞爲属格形式(ite且e)
canggi3[副]只有,只 是,唯 独 【例 略】[后]要求宅前面的詞爲属格形式或動
詞的形動 形式(...icanggi...)[小]表示 強調的語氣,全 都是 【例略】
○ 河 内良弘(1996)『満洲語文語文典 』京都大学学術 出版会,
teile3po舐(力の)限 り,あ りったけ,～ ばか り,～ だけ,～ のみ,ひ とり
(特に)～ ばか り.¢e丑eak直帥.～ ばか りでな く.
canggi=砿,po舐～だけ,～ のみ,～ ばか り(他の ものは ない の意).
最初 の清朝時代の2辞 書 『御 製清 文鑑 』『清文彙書』の記述 と実際の満文 を読 んで
いれば分 りそ うな ものなのであ るが,こ れ以後の辞書 の記述が まずい.勿 論,
上記2辞 書 もcallggiの項 に"te逓eseregisundeadalikan."〈與te皿e暑同 〉 の よ
うに書 き,両 項 目に 〈止有 〉 が有 る等分 りに くい もので ある.
山本(1955)は,如何 に もteneとca皿ggiの違 いを述 べてい るようであ りなが
ら,実 際 にはちっ とも分 らない.そ れ は当然 であ る.例 えば,自 然数 「全体 の
中か ら偶 数だけを取 出 した」結果,取 出 された もの は 「偶数 という同種 の ものば
か り」なのであ るから.福 田(1987)のcanggiの項 に,capggiは「damuを先行 さ
せ ることが多 く」とい うが,damu…teneが全te皿e中の67%を 占め ているのに
対 し,damu…canggiは,全canggi中の22%に 過 ぎない.
te皿eは,『御 製清文鑑』に 「何で あれ余分 にないのをte皿eと言 う.ま たmutere
t創e《出来るだけ》と言 うが,こ れ はh血sun-iebsihe《カの限 り》とい う意 味であ
る」「何で あれ一個 だけ なのをte皿eとい う,ま た物であれ言葉 であれ余分 にな
いの をもte皿eと言 う」とあ り,『清文彙書』に 「僅.濁.只.止 有而已突」と言 っ
てい るよ うに,《沢 山で はない》ことが予測 される.
canggiは,『御製 清文鑑 』に 「te且eという言葉 にほぼ同 じ.ま た どん な物 であ
(120)
れ 同種 の ものが非常に沢山あ るの を言 う ときにtelei《それ》canggiと言 う」.
この2辞 書 の記述 だけでte皿eは《多 くない》,ca恐ggiは《多 い》とい う点 に着
目 して使用 される もの ら しい ことが分 る.
さて,そ れで は実 際の 『満文金瓶梅 』の使 用例 を見てみ よう.
2。te皿e
2.1.『満 文 金瓶 梅 』に お け るtdleの使 用 の実 際
2.1.1.概観
te皿eは186例が数 え られる.te皿eは先行 する語句 を限定 してい るが,そ の限
定 され る語句 の多 くにdamuが先行 してい る.
(1)44〃8πfulgiyan蓉a-lhe角lihnwaltaka`ε漉etuhebi,(28回1丁 裏)
た だ 紅 い 紗 の 腹 巻(胸 あ て)だ け を っ け て い ます.○ 止 着 紅 紗 抹 胸 児.
(2)hontohobiyaohak血,hancik韮adakiboo-iniyalmagemuse爬he,
半 月 に もな らず に近 隣 の 家 の 人 は 皆 気 が つ き ま した.
4α〃鰯u-da`8漉sarkO.(4回13丁 表)
た だ 武 大 だ け は 知 りませ ん.
○ 不 到 半 月 之 間,街 坊 隣 舎 都 曉 的 了,只 隔 着 武 大 一 箇 不 知.
例 の(1)では,沢 山は身につ けて いない,僅 かに £ulgiyan蓉a-ihe飴lihawaitaka
《紅 い胸 あて》だけ をつ けていて他 は裸身であ る,と い うこ とであ り,(2)では
大勢が知 らない訳 ではない,町 内で知 らぬは僅 かに亭主 武大 ばか りであ る,と
い う少 な さに着 目 した表現 だ と考 え られる.
既 に述べたが,damuκte皿eの形は,te皿e全186例中125例(67%)を数える.
ちなみ にdamuκcanggiは,canggi全46例中10 (22%)であ る.『御製清文鑑』
のdamuの説 明は,te皿ese㈹gisundeadali.damuere,damutereserejergigisu皿de
bai副ambi.「te皿eとい う言葉 に似 ている.damue㈹《これ》,dalnutere《あれ》等
の言葉 で用い られ る」『清文彙書』では,〈僅.只.濁.惟.但.與te通e相 似 〉と
なってい るだけで,両 辞書 とも記述 としては落 第であ るが,damuがte丑eと密
(121)
接 に結 びついてい る意識の あるこ とが窺 われる.
damuは少 ない こ とを表 すteileを一 層限定す るもので あろう.文 頭 に も接続
詞 的 に用い られて 《只(し か し)》の ような限定性 を表 してい る.
te且eはdamuの他 に数詞 と も共起 しやす い.186例のtene中,34個(18%)の
数詞(群)が 共起 してい る.canggiの場合 は46例 中,数 詞 と共起 する例は2例
のみ(4%)であ る.《僅 かに幾つだけ》とい う少数への限定の表現 であろ う 二
(3)4α〃霊麗 」如πuculerehahajuibe夢θ」忍θbibufi,
只 三 人 の 歌 う 男 の 子 を だ け 残 して お い て,(そ の 子 た ちが)
sarin,ijuieduculembi,(60回5丁裏)
席 前 で 唱 い ます.○ 止 留 下 三 個 小 優 児 在 席 前 唱.
(4)sainas}hata87捌gisehehef8」1θdefeliyemkO,(15回15丁表)
よ き標 客 は 一 人 の 妓 女 だ け に通 い は しな い.○ 好 子 弟 不 閾一 箇 粉 頭,
2.1.2.teileak血,teilewaka
teneakα〈8例〉やtenewaka〈3例〉の前 の構 成要素 にはdamuの先行す る例
は見 られない.こ れ ら《～だけでな く》の意の表現 は,前 部 の要素の少数限定性
よ りも,後 部の要素 の多 数開放性の方 に焦点が有 るのであろ う.な お,te皿eak血
の8例 の原漢語は く不掲>3例,<不 但>2例,<何 止>2例,<休 説>1
例であ る.
辞書 類 にはteileakαは載 っていて もteilewakaは載 っていない ようで ある.
teilea㎞とteilewakaの違 いは,ak盒(存在 の否定=非 存在)とwaka(繋辞 の否
定=命 題の否定)の 違 いであ る.(5)のteileakaと(6)のteilewakaとを見 て頂
きたい.
(5)jang-syhendumee爬emuhacin-i`θ"θσ妨,geli臥ehebetan鷹a,
張 四が 言 い ま す.「 この 一 件 しか ない わ けで は ない.更 に 女 を 殴 っ た り,
sarganbeakabu爬mangga(7回16丁裏)
妻 を い たぶ った り よ くす る ん だ.○ 張 四道:「 不 掲 這 一 件.他 最 慣 打 婦 熟 妻,
(122)
(6)buyaniyalmaemuhacin-i惚漉wα 肋,guile爬h愈laranggemenimeni
小 人(と い うの は)一 種 類 の もの ばか りで は な い,誘 い 呼 んで お の お の
hokibedahambi,(32回1丁表)
徒 党 を 組 む の で あ る.
○小 人 非 一 流,要 呼 各 相 比.(〈 相 比:相 互 勾 結 「漢語 大 詞 典 」〉)
即 ち,(5)では{e爬emuhacin-i陀吻}α履 《{この一件 だけ}が 有るので はない》
であ り,(6)では{buyaniy田maemuhacin一惚 漉}槻 肋 《{小人は一種類 だけであ
る!の で はない》であ る.他 にte皿ewakaの例 を二つ挙 げよ う:
(7)juwenofiyarkiyandumeyabuhaiuIhailatuha,
二 人 はか らかい あ い を して い る う ちに,と う と う出来 て しま い ま した.(そ れ も)
emuinenggi吻w醸 α,(95回2丁 表)
一 日 だ け で は あ り ませ ん .○ 雨 箇 嘲 勾 來 去 就 刮 刺 上 了.非 止 一 日,
(8)teleanggala,tereahanenemeuthalgisunb皿1e,
そ れ ば か りか,あ の 下 郎 は 以 前 に もうそ ん な話 が 有 っ た の よ.(そ れ は)
enenggi`8漉w厩α.(25回21丁 裏)
今 日に 始 っ た こ と じゃ ない わ.○ 那 奴 才 有 話 在 先,不 是 一 日児 了.
enenggite皿eにつ いては2.1.4.参照.面leakOは属格,不 定格の他 に形動 詞 に
続 く:
(9)wesihun-iniyamanocitetendele,cimad菖o蓉omebena㎜de,
ご 親 戚 で あ る 以上 は い ず れ ま とめ て 上 奏 文 を 書 く 時 に
孟niwesiciacamjergibebahabule惚肋 α履,b孟geli
そ の 方 の 昇 進 す べ き 等 級 を 得 させ る ば か りで な く,私 が さ らに
terebeakdulametucibu∬netu蓉andeafabu∬baitakadぬbuki.(76回11丁表)
そ の 方 を 保 証 し 推 薦 し 現 職 に 任 じて 仕 事 を 管 理 して頂 き ま し ょ う.
○ 「既 是 令 親,到 明 日類 本 之 時,不 但 加 陞 本 等 職 級,我 還 保 翠 他 見任 管 事.」
(10)fulgiyanetubenggegu-imiyamihanb夢ashaha飴漉 α髭久
紅 き 装iいレも の,玉 の 飾 り を 帯 びて い る ばか りで な く,
yacin蓉ulunggeaisin-ibiyangsikαbesifihayargiyan.(76回13丁裏)
黒 き 髪 の もの,金 の 蝉 を 挿 して い る こ と 果 して 然 り.
(123)
○不但紅蛾垂玉堀,果然緑髪播金蝉.
次の(11)と(12)のteileakαの違 いに注意.(ll)では 「十 数人だけが居 るの では
な い.即 ち,も っ と多 く居 る」の であ り,(12)では 「彼女 だけが,居 るのでは
ない.即 ち彼女だ けが居 ない」のである.但 しさ きに述べたte皿ewaka(5)(6)
参照.
(11)juledesukiyeme,amaladaha夏anggeudujuwanniyalma-i88漉α繊.(31回9丁 裏)
前 に 呼 ば わ り 後 に 従 う もの 幾 十 人 ば か りで は あ りませ ん.
○ 前 呼 後 擁,何 止 十 数 人眼 随,【udujuwanと漢 語 〈十 数 〉 の 関 係 未 詳 】
(12)enenggisunjaasihansargan-idolotere-i猛8jJeα傾s m guninafi.
今 日は 五 人 の 妻 妾 の うち あ の 人 だ け が 居 ない,と 思 う と
dQlousamefin肱me,umainaciojolakOyasaimuketuhebumbL(73回5丁裏)
心 中 悲 しみ 痛 み どう しよ う もな く 涙 を 落 し ます.
○ 今 日妻 妾 五 個,只 少 了他,蘇 不 得心 中痛 酸,眼 申 落 涙.
teileakaの場合,(13)の(a)と(b)の両方の読み が可 能の ようであ る.
(13)1その10人 だ け}い るの で は な い
(a)→(そ の10入 も含 め て)も っ と い る の だ.
(b)→ そ の10人 だ け が い な い の だ.
{彼女 だ け}い るの で は な い
(a)→(彼 女 も含 め て)も っ と大 勢 い る の だ.
(b)→ 彼 女 だ けが い な い の だ.
2.1.3.mutereteile,mutere・iteile
「形 動 詞 未 完 了 形+teile」の う ちmuterete且e《可 能 な 限 り 》は(14)の3例 が 有
る が,他 にmutere-ite皿eが繰 返 しで2例 有 る(15).
(14)配κ'er部8f'8kundulemeO侭力趨 奉(81回1丁 裏)
脚'θrθ'θ漉f謹amkαnggeakO。○ 無 不 壷 力 扶 持(36回2丁 表)
盒一i〃蹴8rε∫e漉fiyantucibu鵜dabalaO随筆 潤 色(63回17丁 裏)
(124)
(15)hendume,amaijuisuwenijuwenofi海闘'8r8一'観」θ 首uha§a,配班θrθ一'`8漉
申 し ます.「 子 供 た ち,お 前 た ち 二 人 精 一杯 掲 け!精 一 杯
馳h誘a,甜h丞ahai,fepetuhebuheseme,mi皿deinudaUiakO(52回25丁裏)
掲 け!掲 き ま くっ て 底 を 抜 い た っ て 俺 に は 関 係 ね えや 」
○ 説 道:「 我 見,雨 箇 侭 着 掲,侭 着 携,揚 吊 底 也 不 關 我 事.」
2.1.4.enenggite餌e
日本語 の 「今 日ばか り」は過去 も未来 も考慮 した 「今 日だけ」であ る.「今 日
だけは許 してやる」とい うことは,「今 日以前 も今 日以後 も許 さない.許 してや
るの は正 に今 日だけ」なのであ るが,enenggite通eは今 まで と違 う今 日で あ っ
て,将 来 の ことは考慮に入れない.今 までの現実 に有っ た中で今 日だけは,過
去 と違 う.未 来は知 らない,と い うことら しい.訳 語 と しては,場 面 によ り《今
や,今 までそ うじゃなか ったけれ ど,今 日になった ら今 まで と違 って,今 まで
とうって変って》等 々が考 えられる.「今 日だけ は」「今 日の ところは」のよ うな
時には(16)のように単 にenenggiと言 うらしい.
(16)bienenggisimbeguwebuhe,(12回21丁表)
俺 は 今 日は お前 を ゆ る して や る(が),○ 我 今 日饒 了 休.
ene丑ggite皿eの例 を 一 つ 挙 げ る
(17)sijihefbnde,tenijuwanninggun,juwannadanse-i蓉u墓demefuniyehesohon
お前 が 来 た 時 は や っ と 十 六 か 十 七 歳 く らい の 毛 の 黄 色 い
kacihinaha*bihe.inuamha-iboodee爬uduan垂yaujihekeside,yaya
小 僧 っ子 だ っ た.そ れ で も 舅 の 家 で こ の何 年 か 養 わ れ た お か げ で 色 々 の
hacin-iuda臓unca田beyooniIaciha.8〃θπ8gμ8漉ashadethemand曲aseme
種 類 の 売 買 を皆 習 い 覚 え た.今 もう 羽 が 生 え 揃 った とて
bailidefUda職mekimun-ikarulame,emgerier加deyoonigete爬mbumbio.
恩 に 背 き 仇 で 報 い,洗 い ざ らい 何 もか も 持 っ て い くの か い?
(86回12丁裏)(*k戚k溺n酌θ鷹,ka己i,ka己ix証n1》θ8㎡α'子犬,小 僧 っ子,青 二 才)
○ イホ來 時 綾 十 六 七 歳,黄 毛 團見 也 一般.也 断 在 丈 人 家 養 活 了這 幾 年,調 理 的 這 般
(125)
買費児都會.今 日翅膀毛見乾了,反 恩將仇報,一 掃箒掃的光光的.
2.5.te藍1eの接 続
£e逓eが名詞 に後続 す る場合,不 定格casusjndef㎞tusに続 くのが36例,明 ら
かな属格形 に続 く例 が84例 で,圧 倒 的に属格 に続 い
ている.iで 終 る名詞 で不定格 か属格 か区別のつかな
い名詞 に続 くのは19例 であ る。beyete皿e<9>,beyei
te皿e<3>や,指示代名詞terete皿e<1>は有 るが(telei
te皿eが無 いの は偶 然で あろ う、ereite皿e<2>は有 る
が,erete恥が無 いの も偶然 であ ろう),人称代名詞は




cenite皿eは無いが偶然であろ う.指 示代名詞 と人称代
名 詞 とは この点 で も区別が ある.















そ こで 上 着 を 脱 い で 白 い 綾 子 の 道抱 だ け を 着 て
○ 子 是 脱 了上 蓋,止 穿 白綾 道 鞄,(68回19丁 表)
(19)αηめα 麗yα'1πα'加rεα襯 ゐ伽`α加 η ・μ8漉 わeomiki,
大 人 の 下 さ る 一 杯 だ け を 頂 きま し ょ う.,




それ に は 墨 だ けで 湘 蘭 の 花 穏 や か な谷川 流 れ る水 を 描 いて あ ります.
(126)
○上面水墨董着一種湘蘭平漢流水. (49回21丁表)
teneと統合 した構成要素 は,格 助詞 の有無 に拘 らず主格 ・対格 ・副詞句 だけの よ
うで ある.(20)の具格機 能 も単 に副詞句の一つ と見 るべ きものか も知 れない.
・助詞 とte加との順序 で
,日 本語 の ような具格結合 「だけで」と 「で だけ」の よ
うな例が有れ ばよいのであ るが,見 つか らない.be館漉 と犯漉beの 例 は見 出
され る.独 立語形be飽漉 は15例,観 陀beは6例.接 合語形 一be∫θ漉 は8例.
この8例 中にterebe`8伽,ubabe`8漉各1例 を含むが,te皿eに関係 な く『満 文金瓶
梅』中の度 数 を見れ ば,terebe<507>,telebe<290>,ubabe<10>,ubabe<0>であ
る.ま た,ubabe観犯,telebe∫θ漉;uba`8漉be,teleホ8伽beは,すべ て見つか ら
ない.
te皿ebeとbete皿eとの差異が那辺 にあるのかは今の ところ分 らない:
(21)damuilanuculerehahajui西e観'θb孟bufi,sarin-ijuleducu蓋embi.
只 三 人 の 歌 う 男 の 子 を だ け 残 して 席 前 で 歌 い ます(歌 わ せ ます).
○ 止 留 下 三個 小 優 兇 在 席 前 唱.(60回5丁 裏)
(22)damuc愈n-hang,話u-nmg融漉 δθbeye血ancitakOmbumebibuhe.
只 春 鴻 と 書 童 だ け を 身 近 に 仕 え る よ う に残 しま した.
○ 止 春 鴻,書 童 見近 前 伏侍.(63回11丁 裏)
de観惚<5>に対 して吻漉de<4>の例数は,少 ないながら伯仲 していると言え
ようか.de陀漉 と陀飽deの違い も今の ところよく分 らないが,次 の(23)のよ
うに,観惚deに否定形が続いている例は興味がある.(なおde観惚の方は5例









よき 標客は 同じ 妓 女'ば かりには 通わない。
○好子弟不潤一箇粉頭,
teneにあたる原漢語が 《一箇》だけであるの も興味あるこ とである.「同 じ妓女」
が特 定の一人,例 えば く桂姐 〉 であれば,日 本語 で 「桂姐 ばか りには通わない」
「桂姐だけ には通わない」「桂姐 ひ とりには通 わない」は,筆 者 には皆同 じ論理 的
意味 になるが,2番 目の 「桂 姐だけ には通 わない」を 「桂姐 にだけは通わない」
(桂姐以外の人 には通 う)の意味 に取 る人 は多い ようである.筆 者 は少 数派なの
か も知れ ない.満 洲語 の多 くの用例が欲 しい もので ある.
de観 惚 の 例 を 少 し挙 げ る:
(24)damuu-yuwei-niyang4θ'8∬8gidafisarkObike.(81回17丁裏)
只 呉 月 娘 に だ け は 隠 して い ます か ら(月 娘 は)知 りませ ん で した.
○ 只 哺 過 月 娘 一 人不 知.
(25)fuhokldeulebukiseci,damufuhokid8猛8」陀ulebu(86回9丁 表)
傅 霧 計 に 食 べ させ た い の な ら 只 傅 彩 計 に だけ 食 べ させ な さい よ.
○ 要 與 傅 彩 計,自 與 傅 彩 計 自家 吃 就 是 了,
な お,ca且ggiteneが1例あ る.3.2.canggiの(30)の辺 り参 照.
3.canggi
3.1.『満 文 金 瓶 梅 』に お け るcanggiの使 用 の 実 際
既 に2.1.1.で触 れたが,canggi46例中,先 行 する語句 にdamuを有す る もの
10例(22%)で,teHeの125/186(67%)よりd㎜u率 はかな り低 い.ま た数詞 と
の共起 も2/46(4%)で,te皿eの34/186(18%)より低 い.逆 にcanggiはgubci《…
じゅ う》,gemu《皆 》,jalu《いっぱい》,jalu一《いっ ぱい になる》とよ く共起す
(128)
る.
canggiは,「te皿eとい う言葉 にほぼ同 じ。 また どんな物 であれ同種の ものが非
常に沢 山あるの を言 うときに1erei《それ》canggiと言 う」(『御製清文鑑』),「但.
止有.純 是.維 凡物 一様 的狼多.與teile暑同.」(『清 文彙書』)とい うよう
に,「沢山,一 杯」であ る以上,そ の ような単語 と共起す るの もうなずかれる.
(26)pan-gin-liyanfulgiyangiltasikα一iguwa asungidahabi,ujudenicuhets'ui-i
播 金 蓮 は 紅 い 金 欄 の 袖 無 し を 覆 い,頭 に は真 珠 や 斐 翠 が
`απg即.」α'雌,釦nghuwangnicaisebehaidaramesifihabi.(亘5回04丁表)
一 杯 満 ち 満 ち て 鳳 風 の 答 子 を 斜 め に 差 して お ります .
○ 播 金 蓮 是 大 紅 遍 地 金 比 甲,頭 上 珠 翠 堆 盈,鳳 銀 半卸.
(27)holkondeemudobodc血n-meito畳gindegehfaripan-gin-1iyanbesabufi,
俄 に 或 る 晩,春 梅 は 夢 に,う つ ら うつ ら と 播 金 蓮 を見 ま した.
賦1waci,ujuifuniyehe置ekde節ekebi,beyegπわ6'd s nggicαπ89∫
目を凝 ら す と髪 の毛 は 乱 れ に乱 れ て い て,体 じゅ う に 血 が い っ ぱ い に
latuhabi.(88回10丁表)
つ い て い ます.(血 だ ら け で あ る)
○ 忽 一 日晩 間,春 梅 作 一 夢.胱 胱 惚 惚,夢 見 金 蓮 雲 讐 蓬 霧,渾 身是 血,
3.2.canggiの接 続
canggiもte皿eと同様,属 格 に続 く例 が多 い.代 名 詞
に続 く例は,sinicanggiが2例有る以外見つか らない.
指 示代名詞 の例 は 『清文鑑』のcanggiの項の説 明に,
te面canggisembi.「tereicanggiと言 う」が有 る.用 例 が
少なす ぎるが,恐 らくteneと同様 に属格接続だ と思 わ
れ る.te皿eと大 きく違 うのは,canggiの後 に助 詞が来
ない こ とである.te皿eの場合 もbete皿eの方がte姐ebe
に比 して倍 以上 も多 いが,teilebeが有 る とい うこと
は,そ のte皿eが前の名詞句 と一層密接 に統合 している













ない ことは,そ の 《しきりに,い っぱい》の如 き語 彙的意味 と共 に,少 な くとも
表面 的にはcanggiが一層動詞 を修飾 してい ることを思 わせ る.同 一の動詞 の例
は見出せ ないが,(28)のgida一と(29)のgida首a一とを比べてみ よ う.
(28)damutungrjy惚漉 δσgidahabi.(100回iO丁表)
只 統 制 だ け を ごま か して い ます.
【夫 で あ る 統 制 だ けが 騙 さ れ て い る.】 ○ 只 隔 過 統 制 一 人 不 知.
(29)damumimわ8cαπggjgida蓉amb孟kai.(43回10丁裏)
只 私(の こ と)を ばか り(し き りに)い じめ て い るの で す.






い.私 のことを「いじめてばか りいる」少なくとも「私に限ってい じめてばか り





今Erは あれ が ま た 余 所 に 行 っ て 家 に 人が お りませ ん.只 女 中 達
cαπgg∫'8漉funcehebi.G5回10丁表)
ば か り しか 残 っ て お りませ ん.○ 今 日他 参不 在 家,家 裡 無 人,光 芸着 些Y頭 椚,
即 ちsarganjuseicanggiで《どれ もこれ も皆女 中》とい うことにな り,{{s…賦gan
juseicanggi}te皿e}で,「僅 か に{ど れ もこれ も皆女 中}に 限 られた ものだけ」が
家 に残 ってい る,と い うことになるのであろ う.
(i30)
4.danggi
4.1.今ま で の 記 述
○ 『御 製 清 文 鑑 』(康 煕47(1708)年序):ok血i,wajikiniseregiinin.yayabadesain
labdubeereraka,dafnuteredanggibahaciokiniwajikiniserejergibadebaitalambi.
「okini,wajikiniの意.お よそ 好 い と か 多 い と か を 求 め ず,只 そ ん な の で も得 ら
れ れ ば そ れ で い い,と い う よ う な 所 で 用 い る 」〔sulagisun-ihacin,duici,12-37b〕
○ 『清 文 彙 書 』(乾 隆16(1786)年初 刻):<懸 着 那 些 之 些 那 様 之 様 的 口 氣 如 凡 庭
好 多 不 指 望 只 得 那 些 也 罷 了 即yayabadesainlabdubeererakfidamuteredanggi












O羽 田 亨(1937)『満 和 僻 典 』,京 都.






○ 山 本 謙 吾(1954)「意 義 素 假 定 の 一 例 満 洲 語 文 語 の 一 活 用 形 に つ い て 」
(131)
「言語研究』25,pp.1.18






O福 田昆之(1987)『満 洲語 文語辞典」,横浜.
《副》[就是 那個].せ めて.少 な くとも … だけで も.【例略】
○ 安 双成主編(1993)『満 漢大 辞典』,遼寧民族 出版社.
〔代 〕那広一点,那 広一些:【例略】
○ 格 吐肯 ・孔魯 阿編(1994)『満 漢辞 典』,新彊 人民出版社.
就是那個
○ 胡 増益主編(lg94)『新満漢大詞 典」,新彊 人民 出版社.
[小]表示 譲歩:就 那 広一些:yayabadesainlabdubeereraku皿,damute■e
danggibahacio㎞.《50・其 》任何 地方都不指望 得到好 多,只 要得到 一些 也
就鰺 了.simindea飢ahaeburehuuwashaniboobehontohogiyandanggibu.




あ な た 方 御 覧 な さ い!口 の減 らな い 奴.他 の 人 が 一 こ と も 喋 らな い
undede,置anggabiyadarsembime,ge蓋 孟
うち に,こ の 人 は べ らべ ら 喋 りま くっ て い る か と思 う と,今 度 は
fuhe蓉emeniyalmadelaidamnggeeigenboode
ご ろ ご ろ転 が り回 っ て 人 に 言 い が か りをつ け る ん だ.亭 主 が うち に
(132)
jihema1199i,mimbe吻π99funggicina,s丘niutm
帰 って きた ら,私(を)な ん か 追 出 しち ま え ば い い の よ.あ ん た が そ ん な に
cah血da田de,yakasindegelembio.(75回39丁 表)
大 騒 ぎ した っ て 誰 か あ ん た の こ と 怖 が る とで も思 っ て る の か い?
○ 像 看 他 噴 頭 子就 相 潅 洪 一 般.他 還 打 渡 児 頼 人,莫 不 等 的漢 子 來 家 把 我 別 憂 了!
伽 放 急 個 ヨ 兜,那 個 伯 伽 塵?
4.3.danggiの接 続
1例の みの(31)でmimbeとい う文 成分 と しての対格形 で出 ている.11例 し
か な くて,よ く分 らない.
5.manggi
5。1.今ま での 記 述
canggiに似 たmanggiのこ とは辞書類 に は余 り明瞭 に書か れていない.
03axapo恥,HBa恥(1875(光緒元)年)πo燗 厩1吻 脚 鰐 ρc切rρッccκ痂C加 θαpδ.
CaHKT∬eTep6ypr玉.
CX.CanggilCmlO皿b,TO価KO∬ン皿b,CX.danggi:
○ 福 田昆之(1987)『満 洲語文語辞典 』,横浜.
(2)…なの に この形式 はmanggiが形容詞 に附属す る。(3)だけ.ばか り.【例
略】
○ 胡増益主 編(1994)『新 浦漢大詞典』,新彊 人民出版社.
manggiI[副]一味地,只,只 顧=【例略】
○ 山本謙吾(1954)「意義素假 定の一例 満洲 語文語 の一活用形 について一 」
『言語研究』25,pp.1-18。
manggiがamala,amadと同 じ活用形 と連結 し,又 註(9)【伽 η〃珈88∫tenggeゴ,
μ θπ㎜ πg8ぬcun,baibierebebaitaobumacici,…琵 琶の後 には三弦 小説 の
後 には歌 と無闇矢鱈 に これ を仕事 に して習 えば(Sap,【「三合 語録」道光9




上 の 〔補 註〕1。にのべ た推定 は,manggiがcanggi,danggiと同様 《～だけ》
を意味 する文脈 にも用い られ る習慣があ るこ とを示す次 の如 き例 に よって
も支持 され るで あろう.【例略】又註(9)にも掲 げた様 に 【gicukemanggi可
'塊】「形容詞」に連結す る場合 も上 と同様 に考 えて よい と思 うが ,そ の連結
はやや固定 した慣用的意味 を有す る連合 をなす ものが多い ようであ る.【例
略 】(P.13)
福 田(1987)に《…なのに》の項 目を立 ててい るの は解 しかね る.
manggiがte皿eやcanggiと大 き く異 なる点は,形 動詞 に続 いて 《… した後 で》
の意 に用い られ,命 令形 に続 いて 《…す るや否や》の意 に用い られる こと,属 格
助詞 に続 いて 《… に対 して,と 》の意 に用い られ るこ と(3axapoBL1875のmanggi
の項の最後 にBM【BMecTo】,【sic1】baru:恥,cb.とあ り 『満文金瓶梅』に1例 あ
るs㎞manggigesesasaakadere.〈不和 休一般見識 〉(75回27丁裏)《あなたが た
とは違 うんです もの.》 がそ れで あるな ら),の他 に,te証e,寧ろcanggiと似 た
《ばか りいっ ぱい 》の如 き意 に用 い られなが ら,(A)このmalmgiだけが形容詞
に先行 され るこ と,《… に対 して,と 》の意でない限 り,(B)属格 に先行 され な




俺 の 体 じゅ う に 酒 だ らけ に こ ぼ しや が っ て.○ 使 促 恰 潅 撤 了 我 一 身.
(33)nainaisinijalinemumudangingbidle忌uwaselafi,damui
奥 様 あ なた の た め に 一 度 お 経 を 印 刷 した も んだ か ら,只 あ の 人
蹴απ99∫jab甑ha.(62回6丁 表)
ば か りや た らに 得 してる ん です よ.○ 與 称 老 人 家 印了 一 場 経,只 替 他 起 了網 兇.
(134)
5.2.2。助 詞 の 後
(34)ereemuuduinenggihayanedungelidekderejakade,da皿utereijakade
この 何 日 か み だ らな風 が ま た 起 っ た もん だか ら 只 あ の 人 の 所 に
徽 π8gjs廿kedembi.(74回i8丁 裏)
ば か り ま とい つ いて い るの よ.○ 這 爾 日又 浪風 饗 起 來,只 在 他 前 邊 纏.
5.2.3.形容 詞 の後
manggi全28例中21例が形容詞 の後 に来ている.形 容詞 の内訳 は:gic証ke<9>
《恥ずか しい》,j皿akan<3>鱗れな》,hacuka<2>《きた なら しい》,ha甑cuka<2>
《ぞ っ とす る》,de血㎞<1>《恥 知 らず な》,nannlhOn<1>《汚い》,f6kcuhlm<1>
《渋い》,蓉ah㎞n<1>《冷たい》,usacuka<1>《いた ましい》である.多 少の例 を
挙 げ よう.
(35)hatacuka卿σπ8g乳bigelite爬iemgiuttuefimbio,
ぞ っ とす る わ!私 が また あ の 人 と こ ん な風 に 遊 ぶ もの で す か!
h勾isinigeseminigOnindeacahanggeakα,(17回4丁表)
ね え,あ な た み た い に 私 の 気 に 入 った 人 は い ませ ん わ!
○ 奴 輿 他 這 般 頑 要,可 不 珂碍 殺 奴 罷 了!誰 似 冤 家 這 般 可 奴 之 意,
(36)looye-iemgiacanfaknrietuhegese,
旦 那 様 と もや い っ こ で一 つ パ ンツ を は い て る よ う な も の よ.
derakOπ4π88」,(75回35丁裏)
恥 知 らず っ た ら な い わ!○ 與 参 爾 個合 穿 着 一條 褥 子,没 廉 班,
(37)gege-i釦e爬emgedhenduh㏄iebsi,wetereibar皿aibaitabe'
お ね え さ まが あ あ ひ とた び 仰 っ て 以 来,誰 が あ の 人 と 何 事 か
dedbuhebi.gicuke拠 αηg塵,(79回22丁表)
は じめ た りし ま しょ う?恥 ず か しい!
○ 自從 姐 姐 那 等 説 了,誰 和 他 有 甚 事 來?倒 没 的 差 人 子 刺 刺 的.
(38)a伽99icieleicokoolibederibuhe.nantuhOn初απ89ゴ,
何 時 か ら こん な 新 しい こ と は じめ た の よ?厭 ら しい!
sarganjusedesabubumeaidemun.(18回19丁表)
女 中 に 見 せ て,み っ と も ない!
(135)
○ 從 幾 時新 興 出來 的 例 児,怪 刺 刺 教 γ頭 看 答 着,甚 歴 張 致!
(39)biterebetuwacimujak血gocishOndomnggo,niyalmabesabuhade・
私 あ の 人 を 見 る と とて も 腰 が 低 くて 礼 儀 正 し くて,人 に 会 っ た ら
uruiujugidambi,jilakan卿απ89',s孟terebeainuu伽
じっ と 下 向 い て る し.可 哀 想 に!あ な た あ の 人 を 何 で そ ん な に
baidalambi.(19回12丁裏)
打 ち懲 らす の?
○ 我 見他 且 是 謙 恭,見 了 人把 頭 只 低 着,可 憐 見児 的,称 這 等倣 作 他!
5.3.manggiの接 続
manggiに先行す る助詞 無 しの名詞 ・代 名詞 は
nureとiしか例 がない.主 語代 名詞で あるにせ
よ,代 名詞 が主格 で接続 してい るの はteileや
canggiと大 き く違 う所 であ る(40)((33)に既
出).属 格 の後 には 《只》の意 味のmanggiは続 か
ない.
用例数 28





奥 様 あ な た の た め に 一 度 お 経 を 印刷 した もん だ か ら,只 あ の 人
那研ggjjab蓉aha(62回6丁 表)
ばか りや た らに 得 して る んで す よ.○ 輿 伽 老 人家 印 了 一場 経,只 替 他起 了網 児.
上 の例 はdamuに続 いてお り《僅か にあの人だけ》という限定の ように取れ て,
意 味的にcanggiよりteneに近 く見えるか も知 れないが,や は り 「あの人ばっか
りやた らに儲 け ていて」の意 だ と思われ る.他 の名詞 に続 く例(32)minibeye
gubcidenure㎜πggi'sisabuha《俺 の体 中に酒 をいっぱいにこぼ し(て酒 だ らけに
し)た》にせ よ,他 の名詞 助詞連続 に続 く形(34)等にせ よ,い ずれ も《しき り
に…す る》の如 き意味であ り,ま た必ず助詞 より後 に来 るとい う点か らも,teile
よ りはcanggiに近い ようであ る.そ の意味か ら,多 く形容詞 の後 に続 いて 《非




te皿e,canggi,manggi,danggiの中で頻度 はteUeが最 高であ る.少 な く限定 し
て,「たったこれだけ」「僅か にこれ しかない」のような意.限 定する数詞やdamu
とよく共起す る.属 格接続 が本質 の形式名詞 の ようであるが,名 詞 ・指示代 名
詞 には不定格 に も続 く.し か し,人 称 代名詞には属格に しか続 かない.te皿eと
統合す る属格助詞は 副eの 要 求格 であるにす ぎず,文 成分 としての属格 ・具格
の性格 は持 たない.し か し,対 格助詞 と与 ・位格助詞 は,そ れぞ れ,文 成分 と
しての対格 と与 ・位格 の機能 を有 している.te皿eは格助詞 よ り後 に位置す るこ
とが多 いが,前 に位置す ること もある.
「… ばか りでな く」の意 味でte皿ea㎞とte皿ewakaが用 い られ る.「で きるだ
け」の意 味でmuterete皿eとmutere-ite皿eが用い られ る.enenggiteneが「(今ま
で と違 って)今 や」「今 になって始 めて」の ような意 味で用 い られ る.
6.2.canggi
使用 頻度 はIe皿eの4分の1に も満 たない.teHeが「僅 かに これだ け」と少 な
く限定 しているの に対 し,canggiは,「… ばか りが やた らに多い」とい う点を
浮彫 りにする もの と思われる.「で一杯,だ らけ,ば か り(沢 山),し き りに …
してば か り」等 々の訳語 の当る ことが多 い.限 定で ない故,damuと の共 起 は
teileの3分の1に 満 たず,数 詞 との共起 も遙 かに低 い.そ の反面,gubci《…
じゅう》,gemu《皆 》,jalu《いっぱい》,jalu一《いっぱい になる》等 とよ く共起す
る.teileと同様 に属 格 に続 くものの ようで あるが,不 定格 名詞 に も続い てい
る.た だ,指 示代 名詞 ・人称 代名詞 の不 定格接続 は,『満文金瓶梅 』の 限 りで
は,見 られ ない.形 動詞接続 も 『満文 金瓶梅 』の 中には見 つか らない.te皿eと




mimbeに続 く1例 しか 『満文金瓶梅 』には見 出せ ない.
6.4.manggi
完了形動詞に続いた 《… した後で》,動詞命令形に続いた《… するや否や》,
属格に続いた 《… に対 して,と》の他に,canggiに似た意味のmanggiが可成 り
用いられている.《ばか りいっぱい》の如き意味かと思われる.danggiはいざ知
らず,te且eやcanggiと違 う点は,属格に先行されない点と,形容詞 に先行され
る点である.形容詞との共起は顕著に多い.《… に対 して,と 》の意でない限り
属格に先行 されない故,人 称代名詞でさえ主格形に続 く,ca皿ggiと同 じく助詞
は後続 しない,名 詞句 に続いて 《… ばか りやたらに… する》,形容詞に続いて
《非常に … だ》《…ったらない》の如 き意味になる.
(138)
